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は
じ
め
に

　
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
単

位
面
積
が
小
さ
く
、
対
象
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
も

の
、
具
象
的
な
神
社
、
宮
殿
と
い
っ
た
建
物
も
あ
る

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
東
部
に
あ
る
イ
フ
ガ
オ

の
棚
田
も
、
ま
た
、
世
界
遺
産
指
定
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
稲
を
植
え
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
水
田
が
世
界

遺
産
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
ど

の
く
ら
い
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
無
論
、
そ
び
え
た
つ

イ
フ
ガ
オ
の
棚
田
は
た
ゆ
ま
な
い
人
間
活
動
の
記
念
碑

で
あ
り
、
労
働
の
賜
物
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
水
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
と
い
え
よ
う
。

　
日
本
で
も
石
川
県
能
登
の
白
米
地
区
の
棚
田
が
文
化

財
指
定
を
受
け
た
。
つ
い
で
、
長
野
県
更
埴
市
の
田
毎

の
月
の
棚
田
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
田

は
だ
れ
で
も
が
見
慣
れ
た
風
景
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、

実
に
生
活
の
に
お
い
が
漂
う
農
業
空
間
で
も
あ
る
。
そ

し
て
そ
こ
に
は
水
田
を
耕
す
農
夫
が
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
見
慣
れ
た
景
観
を
も
つ
地
域
が
丸
ご
と
文

化
的
景
観
と
し
て
、
文
化
財
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
。

　
同
じ
よ
う
な
中
山
間
地
域
と
し
て
は
イ
タ
リ
ア
の
中

世
の
町
と
村
落
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ひ
と
つ
は
ア
ジ
ア

に
あ
り
、
ひ
と
つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
り
、
い
づ
れ
異

な
る
自
然
景
観
の
な
か
に
営
ま
れ
て
い
る
農
業
景
観
で

あ
る
。
中
山
間
地
域
の
経
済
的
に
見
た
ら
価
値
が
無
い

よ
う
に
思
え
る
、
労
働
が
大
変
で
多
く
の
労
働
者
が
逃

げ
出
し
て
い
っ
た
傾
斜
地
の
条
件
不
利
地
域
の
農
業
が

こ
こ
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？

　
　
　
棚
　
田
　
は
　
今

　
河
川
の
流
域
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わ
れ
た
の
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次
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開
発
時
代
か
ら
で
あ
る
。
定
住
圏
と
し
て
の
河
川
流
域

の
評
価
の
み
な
ら
ず
、
当
時
、
汚
濁
水
質
が
顕
在
化
し

て
い
た
河
川
の
上
下
流
の
調
整
、
農
業
に
お
い
て
は
利

水
の
上
下
流
の
調
整
ま
で
が
問
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
河
川
を
流
域
的
視
野
か
ら
見
て
、
広
い
視
野
か
ら

流
域
管
理
を
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
時
に
お
い
て
は
、
現
実
的
な
問
題
と

し
て
河
川
流
域
の
中
に
お
け
る
個
別
地
域
で
対
応
可
能

な
環
境
認
識
の
み
が
先
行
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
河
川
環
境
理
念
は
一
九
九
〇
年
代
で
終

焉
を
迎
え
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
新
河
川
法
が
成
立

す
る
こ
と
で
、
河
川
の
自
然
環
境
・
社
会
環
境
を
創
造

す
る
こ
と
に
よ
う
や
く
市
民
権
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
て
み
る
と
、
ど
の
国
に
お

い
て
も
、
河
川
と
河
川
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は
、
長

期
的
環
境
変
動
を
大
き
く
反
映
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

人
間
活
動
の
結
果
の
開
発
圧
力
を
受
け
て
、
そ
の
応
答

も
出
や
す
い
。
き
わ
め
て
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
環
境
を
人

間
の
目
に
焼
き
付
け
て
く
れ
る
。

　
河
川
環
境
は
河
川
地
理
学
的
に
見
て
み
る
と
、
上

流
、
中
流
、
下
流
の
シ
ス
テ
ム
系
の
中
に
あ
り
、
各
々

は
地
質
、
地
形
、
植
生
、
気
候
な
ど
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
河
川

上
流
地
域
に
位
置
し
て
い
る
中
山
間
地
域
が
十
分
に
環

境
を
保
全
さ
れ
る
こ
と
が
、
河
川
下
流
地
域
の
平
野
で

の
人
間
活
等
に
健
全
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
近
年
、
中
山
間
地
域
の
過
疎
化
と
と
も
に
、
急
傾
斜

地
農
業
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
あ
る
研
究
者
は
耕
作
放
棄
後
の
水
田
は
元
の
林
野

に
戻
る
の
が
、
自
然
の
ひ
と
つ
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
多
く
の
食
料
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る

日
本
の
よ
う
な
国
に
お
い
て
、
食
料
安
全
保
障
的
な
立

場
か
ら
み
て
み
る
と
、
将
来
、
食
料
生
産
地
域
と
し
て

再
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
き
、
一
度
放
棄
さ
れ
た
傾
斜

地
水
田
を
復
田
さ
せ
る
た
め
に
、
大
き
な
手
数
の
か
か

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
に
入
れ
る
と
、
残
す
こ

と
が
可
能
な
傾
斜
地
水
田
を
保
全
し
て
い
く
活
動
は
重

要
で
あ
る
。

　
　
　
棚
田
と
公
益
的
な
機
能

　
勾
配
一
／
二
〇
以
上
、
面
積
一

の
棚
田
は
全
国
で

一
三
八
八
二
箇
所
、
九
〇
一
市
町
村
に
分
布
す
る
が
北

海
道
、
青
森
県
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
に
は
少
な
く
、
地

形
・
地
質
か
ら
み
て
、
棚
田
の
多
く
は
第
三
紀
丘
陵
、

火
山
山
麓
緩
斜
面
、
地
す
べ
り
地
に
立
地
し
て
い
る
。

傾
斜
地
農
業
は
過
重
労
働
・
機
械
化
の
困
難
性
か
ら
過

疎
化
が
進
み
、
一
九
九
三
年
に
は
全
国
で
棚
田
一
二
％

が
耕
作
放
棄
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
中
嶋
一
九
九
九
）
。

　
一
九
九
〇
年
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
開
始

は
中
山
間
地
農
業
を
労
働
集
約
・
高
付
加
価
値
型
の
農

業
と
位
置
付
け
て
農
林
産
物
素
材
の
加
工
、
観
光
振
興

な
ど
へ
の
価
値
づ
け
を
可
能
と
さ
せ
、
省
庁
連
携
下
で

生
活
環
境
と
定
住
条
件
を
整
備
し
て
地
域
資
源
の
適
切

な
利
用
・
管
理
の
方
向
性
を
支
持
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
九
九
三
年
、
総
合
農
地
防
災
事
業
、
ふ
る
さ
と

水
と
土
保
全
対
策
が
開
始
す
る
と
、
棚
田
の
存
在
が
、

１
）
耕
作
継
続
が
河
川
流
域
の
生
態
系
を
保
全
し
、

２
）
日
本
の
原
風
景
で
あ
る
景
観
美
を
創
造
し
、
３
）

稲
作
文
化
と
歴
史
的
な
意
義
を
有
し
、
さ
ら
に
、
４
）

環
境
教
育
の
場
の
提
供
も
可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
評
価

も
得
る
よ
う
に
な
っ
た
（
春
山
一
九
九
五
、
中
嶋
一
九

九
九
）
。

　
さ
ら
に
、
早
頼
（
一
九
九
九
）
は
棚
田
二
二
・
一

が
約
六
・
六
億

の
洪
水
流
を
貯
留
し
、
豪
雨
時
の
流

出
率
を
抑
制
す
る
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
棚
田
耕
作
継
続
が
将
来
的
に
は
ダ
ム
治
水
に

頼
ら
な
い
流
域
管
理
の
方
向
性
、
治
水
対
策
へ
の
構
造

物
建
設
を
伴
わ
な
い
ソ
フ
ト
な
代
替
案
と
し
て
の
意
義

も
高
い
と
い
え
よ
う
。

　
棚
田
再
評
価
へ
の
動
き
は
、
農
水
省
の
棚
田
百
選
、

文
化
庁
の
長
野
県
更
埴
市
・
石
川
県
白
米
の
棚
田
名
勝

指
定
に
も
反
映
さ
れ
た
が
、
広
域
連
携
で
農
地
保
全
の

支
援
体
制
を
整
備
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
、
棚
田
保

全
運
動
は
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
に
み
る
よ
う
に
全
国
的
展

開
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
棚
田
保
全
の
動
き

　
一
九
五
六
年
の
石
川
県
白
米
千
枚
田
の
文
化
財
指

定
、
景
勝
保
存
基
金
の
設
置
で
棚
田
保
存
は
可
能
と

な
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
中
山
間
地
域
の
過
疎

化
は
急
速
な
棚
田
耕
作
放
棄
を
進
め
た
。
こ
の
よ
う
な

中
、
一
九
九
二
年
に
高
知
県
梼
原
町
で
「
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
」
が
全
国
に
先
駆
け
実
施
さ
れ
、
一
九
九
四
年

に
は
棚
田
保
全
と
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
棚
田
を

保
有
す
る
一
六
市
町
村
、
劇
団
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
中
心
に
全
国
棚
田
連
絡
協
議
会
準
備
会
が
発
足
し

た
。
高
齢
化
と
人
口
減
少
で
耕
作
困
難
な
棚
田
の
労
働

力
を
村
内
労
働
に
留
め
ず
、
村
外
の
都
市
住
民
に
委
ね

積
極
的
に
農
村
に
受
け
入
れ
耕
作
を
継
続
し
、
棚
田
保

全
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
発
想
の
転
換
期
で
あ
る
。
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環
境
の
時
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
棚
田
か
ら

　
今
ま
さ
に
、
環
境
の
時
代
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
中
山
間
地
域
の
条
件
不
利
地
域
で
中
山
間
地
の

直
接
支
払
い
制
度
が
生
ま
れ
た
の
は
三
〇
年
も
前
の
こ

と
で
あ
る
。
ど
の
国
に
お
い
て
も
、
経
済
的
に
は
見
合

わ
な
い
農
業
へ
の
切
捨
て
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
環

境
を
よ
り
よ
く
保
つ
た
め
に
、
中
山
間
地
域
の
存
在
は

「
洪
水
緩
和
、
地
す
べ
り
緩
和
な
ど
の
国
土
保
全
の
機

能
、「
人
間
生
活
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
」
を
与
え
、
「
休

養
を
必
要
と
す
る
都
市
民
の
た
め
の
健
康
・
療
養
的
な

機
能
」
を
担
い
、「
生
き
物
を
は
ぐ
く
む
環
境
」
を
保

持
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
耕
作
継
続
が
河
川

下
流
地
域
へ
の
環
境
緩
和
に
な
り
、
人
間
の
活
動
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
中
山
間
地
域

の
農
業
の
存
在
そ
の
も
の
に
税
金
を
か
け
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
（
１
）
河
川
流
域
の
上
流
地

域
が
持
つ
河
川
生
態
系
が
流
域
規
模
の
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

（
２
）
沖
積
平
野
を
対
象
地
域
と
し
て
都
市
圏
が
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
河
川
環
境
は
変
化
し
た
こ
と
、
河
川

環
境
変
化
と
と
も
に
、
（
３
）
従
来
、
河
川
環
境
が
保

持
し
て
い
た
公
益
的
の
多
面
的
な
機
能
が
失
わ
れ
て
き

た
こ
と
、
（
４
）
人
工
的
な
河
川
空
間
が
与
え
る
人
間

の
サ
イ
コ
ロ
ジ
ッ
ク
の
変
化
と
社
会
問
題
、
（
５
）
河

川
の
水
質
悪
化
に
と
も
な
う
環
境
汚
染
、
（
６
）
地
域

の
歴
史
的
文
化
財
と
し
て
の
河
川
お
よ
び
河
川
構
造
物

の
喪
失
、
（
７
）
各
河
川
流
域
の
持
つ
流
域
文
化
の
喪

失
な
ど
多
分
野
に
影
響
を
波
及
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
文
化
と
し
て
歴
史
と
し
て
景
観
と
し
て
、
河
川
上

流
地
域
に
あ
る
棚
田
が
環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
の
視

点
と
し
て
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
は
る
や
ま
し
げ
こ
・
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成

　
科
学
研
究
科
助
教
授
）

　
一
九
九
五
、
棚
田
保
全
に
賛
同
し
た
西
日
本
二
四
地

方
自
治
体
、
関
東
地
方
中
心
と
す
る
五
団
体
、
二
六
個

人
・
賛
助
会
員
が
母
体
と
な
り
全
国
棚
田
連
絡
協
議
会

は
組
織
化
さ
れ
た
。
首
長
会
議
で
あ
る
第
一
回
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
は
高
知
県
梼
原
町
で
開
催
さ
れ
、
棚
田
の
公
益

的
機
能
に
注
目
し
、
棚
田
保
全
の
重
要
性
と
耕
作
継
続

へ
の
意
義
の
合
意
を
み
た
。
第
二
回
サ
ミ
ッ
ト
は
佐
賀

県
西
有
田
町
、
第
三
回
は
長
野
県
更
埴
市
、
第
四
回
目

は
新
潟
県
安
塚
町
、
第
五
回
目
を
三
重
県
紀
和
町
、
第

六
回
目
を
福
岡
県
浮
羽
町
・
星
野
村
二
町
で
開
催
し
、

年
第
七
回
目
を
石
川
県
輪
島
市
に
引
き
継
い
だ
。

　
全
国
的
視
野
に
た
ち
、
協
議
会
の
活
動
拠
点
は
特
定

地
域
に
留
め
ず
広
域
連
携
の
運
営
方
針
を
と
っ
た
こ
と

に
特
色
が
あ
る
。
協
議
会
は
棚
田
を
保
有
す
る
地
方
自

治
体
が
中
心
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
に
事
務

局
を
お
く
劇
団
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
棚
田
保
全
活

動
の
全
国
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
情
報
の
収
集
、
機
関

紙
「
ラ
イ
ス
テ
ラ
ス
」
に
よ
る
情
報
発
信
ま
で
を
行

い
、
都
市
住
民
で
あ
る
個
人
・
賛
助
会
員
相
互
の
意
見

集
約
の
機
能
も
担
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
棚
田
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
そ
の
も
の
が
、
農
村
・
都
市
の
交

流
活
動
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
設
立
当
初
、

協
議
会
加
盟
団
体
は
中
・
四
国
へ
と
運
動
は
波
及
し
て

い
っ
た
。

　
九
八
年
の
長
江
大
洪
水
を
契
機
に
、
中
国
で
は
傾

斜
度
二
五
度
以
上
の
耕
地
を
林
や
草
地
に
戻
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
的
は
土
石
流
、
砂
漠
化
の
防
止
と
い
っ
た
生

態
環
境
の
改
善
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
生
産
構
造
の

調
整
や
山
地
農
民
の
貧
困
救
済
を
も
含
む
も
の
で

あ
っ
た
。

　
耕
地
を
林
や
草
地
に
戻
す
農
家
に
は
、
一
ム
ー

（
〇
・
六
七

）
当
り
次
の
よ
う
な
補
助
が
行
わ
れ

て
い
る
。
即
ち
食
糧
（
長
江
上
流
域
一
五
〇

、
黄

河
上
中
流
域
一
〇
〇

）
、
補
助
金
（
二
〇
元
）
お

よ
び
種
苗
代
（
五
〇
元
）
の
給
付
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
補
助
期
間
は
、
果
樹
な
ど
の
経
済
林
で
五
年
、
生

態
林
（
自
然
林
）
で
八
年
と
し
、
八
〇
％
以
上
は
生

態
林
と
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
九
九
年
一
〇
月
に
四
川
省
、
陜
西
省
お
よ
び
甘
粛

省
を
実
験
地
と
し
て
始
ま
っ
た
「
退
耕
還
林
」
は
、

そ
の
後
実
施
地
域
が
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
な
ど
東
北

地
区
に
も
拡
大
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
末
ま
で
に
は
二

七
五
万

の
耕
地
が
林
草
地
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
農
民
が
収
入
に
直
結
す
る
経
済
林
を
選

好
し
が
ち
で
あ
る
。
補
助
金
が
農
民
の
手
元
に
届
か

な
い
、
逆
に
村
ぐ
る
み
で
補
助
金
を
搾
取
す
る
、
苗

木
の
根
付
率
が
低
い
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
報
じ
ら

れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
は
九
九
年
以

来
の
一
連
の
通
達
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。

　
「
退
耕
還
林
条
例
」
の
分
布
は
、
「
退
耕
還
林
」

政
策
の
更
な
る
継
続
（
二
〇
一
〇
年
ま
で
）
を
保
証

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

中
国
・
「
退
耕
還
林
」
を
継
続
中
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